
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

1
定期考査

〇 〇 〇 〇

6

D 動的平衡としての生物多様性
【知識及び技能】
・構成や展開を意識して文章を書
く。
【思考力、判断力、表現力等】
・根拠を明確にして、自分の意見を
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「動的平衡としての生物多様性」
　演繹法と帰納法を活用した評論の
構成理解
・一人１台端末の活用　等

○

【知識及び技能】
・文例および自分の作文において主張と根拠と
を指摘できている。
【思考力・判断力・表現力等】
・「書くこと」において、論理展開を工夫し、
読み手が理解しやすい文章が書けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文の相互評価および単元の総括をとおし
て、学習の状況を積極的に把握しようとしてい
る。

○ ○ ○ 8

C 単元　企画書『となりのトトロ』
【知識及び技能】
・提案を検討する際に必要な要素を
押さえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・効果的な表現や資料の提示のしか
たを工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「企画書『となりのトトロ』」
　効果的な文章の組み立て方、話し
方
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句の量を増すとともに、語句や語
彙の構造や特色、用法および表記の仕方などを
理解し、話や文章の中で使うことを通して、語
感を磨き語彙を豊かにしている。
・主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。
【思考・判断・表現】
・「書くこと」において、自分の考えやことが
らが的確に伝わるよう、根拠の示し方や説明の
しかたを考えるとともに、文章の種類や、文
体、語句などの表現のしかたを工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　・積極的に、課題に沿った「提案に必要な要
素」を挙げようとしている。

○ ○ ○

【知識・技能】
・話し言葉の特徴や相手に配慮した表現につい
て理解している。
【思考・判断・表現】
・「話すこと」において、話し言葉の特徴を踏
まえ、相手が理解しやすいように表現を工夫し
て話している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・口頭での説明を通して、話し言葉の特徴をふ
まえ、相手が理解しやすい表現を粘り強く工夫
する中で、自らの学習を調整しようとしてい
る。

○ ○ ○ 7

定期考査 〇 〇 〇 〇 1

思 態
配当
時数

１
学
期

A 単元　水の東西
【知識及び技能】
・叙述を的確にとらえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・具体と抽象を理解し、文章の要点
を的確にまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「水の東西」
　対比の文章の読解
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的
な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使っ
ている。
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、文章の種類をふまえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確にとらえ、要旨や要点を把握してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、具体や抽象、
対比の関係をとらえようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

○ ○ ○ 6

B 単元　伝わるように話す
【知識及び技能】
・話し言葉の特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・聞き手が理解しやすい説明のしか
たを考え、過不足なく伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「伝わるように話す」
　話し言葉の整理、理解
・一人１台端末の活用　等

○

　常用漢字の読みに慣れ、主要な常用漢字を正
しく文や文章で活用し、言語感覚に磨きをかけ
る。

  評論文の読解を通して、文章を構造的に読め
るようになり、論理的思考力を駆使して意見文
を書く。

　自分の目的に応じた情報を文章から取り出
し、工夫しながら学習課題に取り組むことによ
り、今後の学習活動に生かす。

（　１～４組：山本愛　）（　５～７組：沼田　）

現代の国語　大修館

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の習得。

本文における情報の関係に注意し、主旨や論理展開を的確に捉える。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

複数の文章を比較して読み、熱意を持って自分の課題に取り組む。

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



8

〇 〇 1

〇 〇

1
合計

70

３
学
期

I 単元　贅沢を取り戻す、白
【知識及び技能】
・文章中の根拠や引用に注目し、そ
の妥当性や信頼性を吟味する。
【思考力、判断力、表現力等】
・根拠を明確にして、自分の意見を
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「贅沢を取り戻す」「白」
　これまでの学習を活用し、筆者の
意見を基に意見を書く
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・本文における主張と根拠の資料との関係につ
いて理解できている。
［思考・判断・表現］
・「読むこと」において、本文の構成に注意し
て読み、資料援用の意図を解釈できている。
［主体的に学習に取り組む態度］
・単元のねらいを理解し、主体的に学習活動に
取り組んでいる。

○ ○ ○

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについ
て理解を深め使っている。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の信頼性や妥当性を吟味しながら読もう
としている。

定期考査

〇 〇

8

定期考査
〇 〇

【知識・技能】
・文章と図表の情報がどのような対応関係にあ
るかを理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において文章や図表などに含ま
れている情報を相互に関連づけながら内容を解
釈するとともに、自分の考えを深めている
【主体的に学習に取り組む態度】
・図表を伴う文章を読むことを通して、それぞ
れの情報を相互に関連づけて内容を粘り強く解
釈し、自分の意見を深める中で、自らの学習を
調整しようとしている。

○ ○ ○ 8

H 単元　インターネット時代の音楽
産業
【知識及び技能】
・資料と文章の関係に注意して、情
報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・設問に関連しているグラフを正し
く読み取り、抽出する。
【学びに向かう力、人間性等】　・
主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「インターネット時代の音楽産
業」
　グラフの読解
・一人１台端末の活用　等

○

〇 〇 〇 〇 1

G 単元　「安くおいしい国」の限界
【知識及び技能】
・資料と文章の関係に注意して、情
報を読み取る。
【思考力、判断力、表現力等】
・設問に関連している図表を正しく
読み取り、抽出する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　『安くおいしい国』の限界」
　資料を活かした評論文の読解
・一人１台端末の活用　等

○

２
学
期

E 単元　「美しさの発見」について
【知識及び技能】
・表現の特色をふまえ、適切な言葉
遣いを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・複数の文章を比較し、共通点や相
違点をとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「『美しさの発見』について」
　複数の文章の読解
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
に含まれている情報を相互に関係付けながら、
内容や書き手の意図を解釈したり、文章の構成
や論理の展開などについて評価したりするとと
もに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をも
ち、共通点や相違点をとらえようとしている。

○ ○ ○ 8

F  単元　空気を読む
【知識及び技能】
情報の妥当性や信頼性を正しく吟味
する。
【思考力、判断力、表現力等】
・複数の文章を比較し、共通点や相
違点をとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実
を図る態度を涵養する。

・教科書　「現代の国語」大修館書
店
・指導項目
　「空気を読む」
　情報リテラシーと文章読解の育成
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・個別の情報と一般化された情報との関係につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・「読むこと」において、目的に応じて、文章
や図表などに含まれている情報を相互に関係付
けながら、内容や書き手の意図を解釈したり、
文章の構成や論理の展開などについて評価した
りするとともに、自分の考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・複数の文章を比較して読むことに意欲をも
ち、共通点や相違点をとらえようとしている。

○ ○ ○ 6

定期考査



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇 〇 8

定期考査 1

1

C 単元　羅生門
【知識及び技能】
・常用漢字の読み書きをし、文章の中
で使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「羅生門」
　近代文学の文化的背景や芥川龍之
介の学習
・一人１台端末の活用　等 〇

【知識及び技能】
・常用漢字を使用し、読書の意義と効用について
理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて、場面ごとの人物の心情
の変化をとらえている。
【主体的態度】
・作品に興味をもち、人物の心情の変化を理解し
ようとしている。

〇 〇 〇 6

知

〇 〇 〇 6

B 単元　論語「十有五にして学に志す」

【知識及び技能】
・漢文訓読のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の背景をふまえ、内容の
解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「十有五にして学に志す」
　漢文の基礎的な読解、『論語』の
文化的背景
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の成立した背景や他の作品との関係
をふまえ、内容の解釈を深めている。
【主体的態度】
・『論語』から現代に生きる言葉や考え方につい
て理解しようとしている。

〇 〇 〇 7

１
学
期

A 単元　宇治拾遺物語「児のそら寝」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文語の決ま
りや訓読の決まりについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の意味は文脈の中で形成される
ことを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「児のそら寝」
　品詞の復習、主語の補完
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方をとらえ、内容を解釈している。
【主体的態度】
・古文の学習に興味をもち、物語の展開や話のお
もしろさを理解しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準

定期考査

D 単元　完璧
【知識及び技能】
・日本の言語文化の特質と外国の言語
文化との関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「完璧」
　B単元を踏まえ、漢文の決まりに
合わせた読解、故事成語の理解
・一人１台端末の活用　等 〇 〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の成立した背景や他の作品との関係
をふまえ、内容の解釈を深めている。
【主体的態度】
・登場人物の関係や話の展開をとらえようとし、
故事成語の由来に興味を持っている。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 国語 言語文化
国語 言語文化 2

複数の文章を比較して読み、熱意を持って自分の課題に取り組む。

言語文化

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　現代文、古文、漢文のさまざまな文章に触れ、
言語感覚を磨き、言語と文化の関係を理解する。

　文章読解を通して適切かつ効果的に表現する
能力を育成し、思考力や想像力を伸ばす。

　身につけた知識や思考力をを用いて進んで表現
することによって社会生活の充実を図る。

（　1～４組：沼田　）（　5～７組：山本愛　）

言語文化　大修館

国語

【 知　識　及　び　技　能 】実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の習得

本文における情報の関係に注意し、主旨や論理展開を的確に捉える。

思 態
配当
時数



4

4

1

定期考査

K 単元　土佐日記
【知識及び技能】
・言語文化の理解に必要な語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　『土佐日記』
　日記文学の文化的背景の学習
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の成立した背景や他の作品との関係
をふまえ、内容の解釈を深めている。
【主体的態度】
・作品に興味を持ち日記という形態や書き手の設
定に着目して読もうとしている。

合計

70

〇

３
学
期

J 単元　平家物語
【知識及び技能】
・言語文化の理解に必要な語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「木曽の最期」
　古典における敬語の学習
・一人１台端末の活用　等

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章に表れているもの感じ方、考え方を
とらえ、内容を解釈している。
【主体的態度】
・自然や人生をうたった漢詩に興味をもち、表現
の特徴を理解しようとしている。

〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の成立した背景や他の作品との関係
をふまえ、内容の解釈を深めている。
【主体的態度】
・作品に興味を持ち、登場人物の人物像や文体の
特徴をとらえようとしている。

〇 〇 〇

〇 〇

5

定期考査

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章に表れているものの見方、感じ方、
考え方をとらえ、内容を解釈している。
【主体的態度】
・作品に興味を持ち、作者の感覚や、作者の人物
像をとらえようとしている。

〇 〇 〇 6

I 単元　漢詩「静夜思」「香炉峰」
【知識及び技能】
・漢詩のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の背景をふまえ、内容の
解釈を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「静夜思」「香炉峰」
　H単元を踏まえた漢詩の理解、押
韻の決まりの理解
・一人１台端末の活用　等

〇 〇

1

G 単元　夢十夜
【知識及び技能】
・常用漢字の読み書きをし、文章の中
で使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「夢十夜」
　近代文学の文化的背景、夏目漱石
の学習
・一人１台端末の活用　等 〇 〇

【知識及び技能】
・常用漢字を使用し、読書の意義と効用について
理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文章の種類をふまえて、表現の特色をとらえて
いる。
【主体的態度】
・作品に興味をもち、作品の表現に注目しながら
読もうとしている。

〇 〇 〇 5

〇 8

F 単元　伊勢物語「筒井筒」
【知識及び技能】
・言語文化の理解に必要な語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「筒井筒」
　歌物語の特徴の理解、和歌の読解
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の成立した背景や他の作品との関係
をふまえ、内容の解釈を深めている。
【主体的態度】
・作品に興味を持ち、歌に込められた心情や恋
愛、結婚のあり方をとらえようとしている。

〇 〇 〇 6

２
学
期

E 単元　伊勢物語「芥川」
【知識及び技能】
・言語文化の理解に必要な語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「芥川」
　歌物語の特徴の理解、和歌の読解
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識及び技能】
・文語の決まりや訓読の決まり、作品や文章の歴
史的・文化的背景などを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の成立した背景や他の作品との関係
をふまえ、内容の解釈を深めている。
【主体的態度】
・作品に興味を持ち、歌に込められた心情や恋
愛、結婚のあり方をとらえようとしている。

〇 〇

定期考査

H 単元　枕草子「雪のいと高う降りたるを」

【知識及び技能】
・言語文化の理解に必要な語彙を豊か
にする。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、構成、展開を叙述をもとにと
らえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を
図る態度を涵養する。

・教科書　「言語文化」大修館書店
・指導項目
　「雪のいと高う降りたるを」
　　随筆の特徴の理解、漢詩との関
連付け
・一人１台端末の活用　等 〇

1



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　1～7組：宇多川　智史　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

・現代世界の国家と領域
・グローバル化する世界

【知識・技能】
日本の位置と領域、国内や国家間の結びつきに
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
現代世界の地域構成について、多面的・多角的
に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代世界の地域構成について、課題を主体的に
追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 4

配当
時数

１
学
期

A 地図と地理情報システム

・地図や地理情報システムの役割や
有用性について理解する。
・地図や地理情報システムについ
て、目的や用途、活用の仕方等を多
面的・多角的に考察し表現する。

・地球上の位置と時差
・地図の役割と種類

【知識・技能】
地図や地理情報システムの役割や有用性につい
て理解する。
【思考・判断・表現】
地図や地理情報システムについて、多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図や地理情報システムについて、課題を主体
的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 4

B 結びつきを深める現代世界

・日本の位置と領域、国内や国家間
の結びつきについて理解する。
・現代世界の地域構成について、主
題を設定し、多面的・多角的に考察
し、表現する。
・現代世界の地域構成について、課
題を主体的に追究、解決する態度を
養っている。

1

C 生活文化の多様性と国際理解

・世界の人々の生活文化を基に地理
的環境の変化や変容、国際理解を図
ることの重要性について理解する。
・世界の人々の生活文化について、
多様性や変容の要因を多面的・多角
的に考察し、表現する。

・世界の地形と人々の生活
・世界の気候と人々の生活
・世界の言語、宗教と人々の生活
　①中央アジア、西アジア、北アフ
リカ
　②インド

【知識・技能】
世界の人々の生活文化の多様性や変容について
理解している。
【思考・判断・表現】
世界の人々の生活文化について、多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性と国際理解について、課題を
主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 14

・内容について理解するとともに、諸資料を活
用し、情報を読み取ったりまとめたりすること
ができる。

・内容について多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

・よりよい社会の実現に向け、内容に関する課
題を主体的に追究している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養っている。

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「高等学校新地理総合」　帝国書院

地歴

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 地歴 地理総合
地歴 地理総合 2

【 知　識　及　び　技　能 】現代社会の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解する。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察する。



G 生活圏の調査と地域の展望

・地理的課題の解決に向けた取り組
みや探究する手法等について理解す
る。
・生活圏の地理的課題について、主
題を設定し、課題解決の取り組み等
を多面的・多角的に考察し、表現す
る。

・生活圏の調査と地域の展望 【知識・技能】
生活圏の調査を基に、地理的課題の解決に向け
た取り組みや探究する手法などについて理解し
ている。
【思考・判断・表現】
生活圏の地理的課題について、多面的・多角的
に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活圏の調査と地域の展望について、課題を主
体的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 2

1

E 地球的課題と国際協力

・地球的課題の共通する傾向性や課
題相互の関連性などについて理解す
る。
・地球的課題について、主題を設定
し現状や要因、解決の方向性等を多
面的・多角的に考察し、表現する。

・複雑に絡み合う地球的課題
・地球環境問題
・資源・エネルギー問題
・人口問題
・食料問題
・都市・居住問題

【知識・技能】
地球的課題の共通する傾向性や課題相互の関連
性などについて大観し理解している。
【思考・判断・表現】
地球的課題について、多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球的課題と国際協力について、課題を主体的
に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○

３
学
期

F 自然災害と防災

・日本や世界でみられる自然災害に
ついて理解し、その課題を主体的に
追究、解決しようとする態度を養っ
ている。
・ハザードマップ等の地理情報につ
いて、その情報を収集し、読み取り
まとめる地理的技能を身に付ける。

・日本の自然環境
・地震・津波による災害
・火山災害と防災
・気象災害と防災
・自然災害への備え

【知識・技能】
日本や世界でみられる自然災害について理解
し、地理的技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
地域性を踏まえた防災について、多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然環境と防災について、課題を主体的に追
究、解決しようとしている。

○ ○

定期考査

○ ○

1

合計

70

○ 9

1２
学
期

D 生活文化の多様性と国際理解

・世界の人々の生活文化について、
多様性や変容の要因を多面的・多角
的に考察し、表現する。
・生活文化の多様性と国際理解につ
いて、課題を主体的に追究、解決し
ようとする態度を養っている。

・歴史的背景と人々の生活
　①ラテンアメリカ
　②サハラ以南アフリカ
　③ロシア
・世界の産業と人々の生活
　①アメリカ合衆国
　②東アジア
　③ヨーロッパ

【知識・技能】
世界の人々の生活文化の多様性や変容について
理解している。
【思考・判断・表現】
世界の人々の生活文化について、多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性と国際理解について、課題を
主体的に追究、解決しようとしている。

○ ○ ○ 16

定期考査

16

定期考査 ○ ○

○ ○



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　１～７組：山本　治輝　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 定期考査 ○ ○

7

定期考査
○ ○ 1

D 近代化と私たち
18世紀後半～19世紀の世界各国の人
口動態や交通などを基に、産業革命
が世界各国に及ぼした影響につい
て、多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、貿易と産業、人口
などの関連性について理解する。

・交通と貿易
・産業と人口
・権利意識と政治参加、国民の義務
・学校教育
・労働と家族
・移民

【知識・技能】
18世紀後半～19世紀の世界各国の人口や交通に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
産業革命が19世紀の世界各国に及ぼした影響に
ついて多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命が19世紀の世界各国に及ぼした影響に
ついて、課題を主体的に追究しようとしてい
る。

○ ○ ○

・市民革命
・国民国家とナショナリズム

【知識・技能】
国民国家と立憲体制について理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の特徴や社会の変容などを多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家と立憲体制について、課題を主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○ 7

配当
時数

１
学
期

A 結びつく世界と日本の開国
歴史的な見方や考え方を活用しなが
ら、18世紀のアジア諸国における特
徴や、アジア諸国と欧米諸国との関
係などを多面的・多角的に考察し、
18世紀の世界について理解する。

・18世紀の東アジアにおける社会と
経済
・貿易が結んだ世界と日本
・産業革命
・中国の開港と日本の開国

【知識・技能】
アジア諸国と欧米諸国との関係を理解し、工業
化と世界市場の形成を理解している。
【思考・判断・表現】
アジア諸国と欧米諸国との関係を多面的・多角
的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
工業化と世界市場の形成について、課題を主体
的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

B 国民国家と明治維新
18世紀以降の欧米の市民革命や、日
本の明治維新や憲法制定などを基
に、国民国家の特徴や社会の変容な
どを多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、立憲体制と国民国
家の形成を理解する。

1

C 国民国家と明治維新
18世紀以降の欧米の市民革命や、日
本の明治維新や憲法制定などを基
に、国民国家の特徴や社会の変容な
どを多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、立憲体制と国民国
家の形成を理解する。

・明治維新
・日本の産業革命
・帝国主義
・変容する東アジアの国際秩序
・日露戦争と東アジアの変動

【知識・技能】
国民国家と立憲体制について理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の特徴や社会の変容などを多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家と立憲体制について、課題を主体的に
追究しようとしている。

○ ○ ○ 7

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え、諸資料を活用し、現代的な諸課題の形成に
関わる近現代の歴史を理解する。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを事象同士の関連性に着目して、
多面的・多角的に考察し、考察したことを効果
的に説明したり、議論したりする力を養ってい
る。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養い、自国や他国
に対する理解を深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を追究する態度を養っている。

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「現代の歴史総合　みる・読みとく・考える」　山川出版社

地歴

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 地歴 歴史総合
地歴 歴史総合 2

【 知　識　及　び　技　能 】近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、諸資料を活用し、世界と日本の相互に着目し、理解する。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、多面的・多角的に考察し、議論する力を養っている。



1

合計

70

○ 10

H 世界秩序の変容と日本
石油危機やアジアの諸地域の経済発
展、市場開放と経済の自由化の特徴
などを多面的・多角的に考察し表現
することを通して、市場経済の変容
について理解すること。

・石油危機
・アジア諸地域の経済発展
・市場開放と経済の自由化
・情報技術革命とグローバリゼー
ション
・冷戦の終結とソ連の崩壊
・第三世界の民主化
・地域統合と地域紛争

【知識・技能】
石油危機や市場開放と経済の自由化などを基
に、市場経済の変容と課題を理解すること。
【思考・判断・表現】
経済の自由化や技術革新の影響などを多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
経済体制の変化が現代に与えている影響につい
て、主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 10

３
学
期

G 冷戦と世界経済
脱植民地化とアジア・アフリカ諸
国、冷戦下の地域紛争の特徴などを
多面的・多角的に考察し表現するこ
とを通して、国際政治の変容を理解
すること。

・冷戦下の地域紛争と脱植民地化
・東西両陣営の動向
・軍拡競争から緊張緩和へ
・地域連携の形成と展開
・計画経済とその波及
・日本の高度経済成長
・アジアの中の戦後日本

【知識・技能】
脱植民地化とアジア・アフリカ諸国の地域紛争
などを基に、国際政治の変容を理解すること。
【思考・判断・表現】
地域紛争の背景や影響、冷戦が各国の政治に及
ぼした影響などを多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦下の国際情勢が現代に与えている影響につ
いて、主体的に追究しようとしている。

○ ○

定期考査

○ ○

○ 10

定期考査
○ ○ 1

○ 8

定期考査 ○ ○ 1２
学
期

E 総力戦と社会運動
第一次世界大戦の性格と惨禍、社会
主義革命の意味や影響、戦後の国際
協調体制の特徴などを多面的・多角
的に考察し表現することを通して、
総力戦と第一次世界大戦後の国際協
調体制を理解する。

・第一次世界大戦の展開
・ソヴィエト連邦の成立とアメリカ
合衆国の台頭
・ヴェルサイユ体制とワシントン体
制
・世界経済の変容と日本
・アジアのナショナリズム
・大衆の政治参加と大衆文化

【知識・技能】
第一次世界大戦と国際社会について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦と国際社会について多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦と国際社会について、課題を主
体的に追究しようとしている。

○ ○

F 経済危機と第二次世界大戦
第一次世界大戦後の社会の変容と大
衆社会の形成・社会運動との関連な
どを多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、大衆社会の形成と
社会主義運動の広がりについて理解
する。

・世界恐慌の時代
・ファシズムの伸長と共産主義
・日中戦争への道
・第二次世界大戦の展開と社会
・国際連合と国際経済体制
・占領と戦後改革
・冷戦と東アジア諸国の動向
・日本の独立と日米安全保障条約

【知識・技能】
国際情勢や第二次世界大戦の展開について理解
している。
【思考・判断・表現】
各国の恐慌への対応や国際協調体制の動揺の要
因などを多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際社会の一員として、現代の課題との関わり
を主体的に追究しようとしている。

○ ○



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1
定期考査

○ ○

第1章　【数と式】
B 実数
【知識及び技能】
　実数で簡単な無理数の四則計算が
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　式を多面的に捉えたり、適切に変
形したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　数の拡張を知ろうとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　有理数、絶対値などの定義の確認
　実数への拡張とその利点と必要性
　循環小数の表し方
　分母の有理化など、実数の変形

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○

15

第1章　【数と式】
C 1次不等式
【知識及び技能】
　不等式の性質、1次不等式の解を
求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　1次不等式を解く方法を考察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　1次不等式を問題解決に活用しよ
うとする。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　1次不等式の解き方
　連立不等式の解き方
　絶対値を含む方程式・不等式の解
き方

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。 ○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

第1章　【数と式】
A 式と計算
【知識及び技能】
　2次と3次の乗法公式及び因数分解
の公式を使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　式を多面的に捉えたり、適切に変
形したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　式を適切な形に変えようとしてい
る。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　整式のまとめ方について、展開と
因数分解の定義
次数の下げ方とその利点など

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○ 9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

15

定期考査 ○ ○ 1

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　数学における基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解するとともに、事象を数学化した
り、数学的に表現・処理したりする技能を身に
付ける。

　数学を活用して事象を論理的に考察する力、
事象の本質や他の事象との関係を認識し統合
的・発展的に考察する力、簡潔明瞭的確な表現
する力を身に付ける。

　数学の良さを認識し、積極的に数学を活用し
ようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基
づいて判断しようとする態度と問題解決につい
て評価・改善しようとする態度を養う。

高等学校「数学Ⅰ」数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。

数学的な法則や理論背景などを調べようとする態度を身に付ける。

（　１,3,5組：神山　）（　2,4組：野原　）（　6,7組：田草川　）

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3



合計

105

○ 10

定期考査
○ ○ 1

３
学
期

H 第5章　データの分析
データの値と仮説検定の考え方
【知識及び技能】
　データの代表値を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　データを収集、分析、特徴を表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主張の妥当性を判断し、批判的に
考察しようとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　データの整理
　データの代表値
　分散と標準偏差
　仮説検定の考え方

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。 ○ ○

10

定期考査
○ ○ 1

G 第4章　図形と計量
三角比の定義と拡張
【知識及び技能】
　鋭角の三角比を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
　要素間の関係を定理や公式として
導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数学的に捉え問題を解決し
ようとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　三角比の定義
　三角比の相互関係
　正弦定理と余弦定理

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。 ○ ○ ○

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　2次関数の最大・最小の求め方
　2次関数の決定
　2次不等式の解き方

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○ 10

定期考査 ○ ○

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　関数とグラフの基本
　2次関数のグラフ（平方完成と平
行移動）

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。 ○ ○ ○ 16

２
学
期

D 第2章 集合と命題
【知識及び技能】
　集合と命題を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　簡単な命題を証明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　条件から結論までの証明を理解し
ようとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数研
出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　集合と要素の定義と表し方
　命題と条件からその証明
　対偶法と背理法による証明

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○ 15

E 第3章 2次関数
【知識及び技能】
　2次関数の値の変化、グラフの特
徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　2次関数の式とグラフの関係を多
面的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数学的に捉え、問題を解決
しようとしている。

1

F 第3章 2次関数
【知識及び技能】
　二次関数の最大値や最小値を導く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　2次関数の式とグラフの関係を多
面的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数学的に捉え、問題を解決
しようとしている。



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ 1

1

D 第2章　【図形の性質】
【知識及び技能】
　三角形の性質と円の性質
　空間図形の性質
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の新たな性質を見出しだし、論理的に考察する。
　図形の性質や作図について、統合的・発展的に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形の性質を見つけたり、与えられた条件の作図をす
ることができる。

・教科書　高等学校「数学A」数
研出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　円に内接する四角形
　円と直線
　2つの円
　作図

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○

３
学
期

E 第3章　【数学と人間の活動】
【知識及び技能】
　数量や図形と人間の活動との関り
　数学と文化との関り
【思考力、判断力、表現力等】
　数量や図形に関する概念を発展させ、考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　目的に応じて、数学を活用することができる。

・教科書　高等学校「数学A」数
研出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　約数と倍数
　素数と素因数分解
　最大公約数・最小公倍数
　整数の割り算
　ユークリッドの互除法
　1次不定方程式
　記数法
　座標の考え方

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○

合計

70

○ 9

定期考査

1

1

２
学
期

C 第2章　【図形の性質】
【知識及び技能】
　三角形の性質と円の性質
　空間図形の性質
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の新たな性質を見出しだし、論理的に考察する。
　図形の性質や作図について、統合的・発展的に考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形の性質を見つけたり、与えられた条件の作図をす
ることができる。

・教科書　高等学校「数学A」数
研出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　三角形の辺の比
　三角形の外信・内心・重心
　チェバの定理・メネラウスの
定理

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○ 18

定期考査

定期考査
○ ○

18

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 第1章　【場合の数と確率】
【知識及び技能】
　集合の要素の個数、数え上げの原則
　順列と組合せの考え方と導出方法
　確率の定義とその基本性質
【思考力、判断力、表現力等】
　場合の数を求める方法を多面的に考察する。
　確率を求める方法を多面的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な条件下で確率や期待値を下にして意思決定に活
用したりする。

・教科書　高等学校「数学A」数
研出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　集合の要素の個数
　場合の数
　順列・組合せ
　事象と確率
　確率の基本性質

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。 ○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 第1章　【場合の数と確率】
【知識及び技能】
　確率の定義とその基本性質
  様々な条件下の確率の導出方法
【思考力、判断力、表現力等】
　確率を求める方法を多面的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な条件下で確率や期待値を下にして意思決定に活
用したりする。

・教科書　高等学校「数学A」数
研出版
・1人１台端末の活用
・指導項目
　確率の基本性質
　独立な試行と確率
　条件付き確率
　期待値

【知識・技能】
　授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
　授業時間内考査による。
【主体的に学習に取り組む態度】
　授業時間内考査による。

○ ○ ○ 12

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を
数学化したり、数学的に表現・処理したりする技能を
身に付ける。

　図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性
質を見つけ、論理的に考察する力や、不確実な
事象から、確率の性質に基づいて、事象の起こ
りやすさを判断する力、そして、数学と人間の
活動との関りから数学の構造を見出し、数理的
に考察する力を身に付ける。

　数学の良さを認識し、数学を活用しようとす
る態度と粘り強く考え数学的論拠に基づいて判
断しようとする態度から、問題解決に向けて、
評価・改善をしようとする態度を養う。

高等学校「数学A」数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。

数学的な法則や理論背景などを調べようとする態度を身に付ける。

（1,3組：野原） （2,6,7組：神山） （4組：我妻　）

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 数学 数学A
数学 数学A 2



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　１組～３組　田中　）（　４組～５組　青栁　）（　６組～７組　三浦　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

A 第１章　物質の構成
１節物質の成分と構成元素探究

① 物質の成分
② 物質の構成元素

を理解させる

B ２節原子の構造と元素の周期表
① 原子の構造
② 元素の相互関係

を理解させる

C ３節物質と化学結合
① イオンとイオン結合
② 分子と共有結合

を理解させる

D ③ 金属と金属結合
④ 結晶の比較

を理解させる

E 第２章物質の変化
１節物質量と化学反応式

① 原子量・分子量と式量
② 物質量

を理解させる

F ③ 溶解と濃度
④ 化学反応式
⑤ 化学反応と物質量

を理解させる

定期考査

G ２節酸と塩基の反応
① 酸と塩基
② 水素イオン濃度
③ 中和と塩
④ 中和滴定

を理解させる

期末考査

○ 19

○ ○

1
合計

70

３
学
期

□教科書と副教材を使用した講義・
実験など。

・酸塩基の定義
・酸塩基の強弱と価数
・水素イオン濃度
・中和反応
・中和滴定

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○

○ ○ 12

○ ○ 1

1

２
学
期

□教科書と副教材を使用した講義・
実験など。

・原子の相対的質量
・原子量
・分子量・式量
・物質量の概念
・物質量・質量・気体の体積の変換

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○ ○ 12

定期考査 ○ ○ 1

・質量パーセント濃度
・モル濃度
・質量％濃度とモル濃度の変換
・化学反応式を書く
・反応式と物質量の関係

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ

○

定期考査
○ ○

1

□教科書と副教材を使用した講義・
実験など。

・イオンの生成
・イオン結合
・共有契合
・分子式・組成式・構造式

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○ ○

11
□教科書と副教材を使用した講義・
実験など。

・金属結合
・金属の性質
・結合による結晶の特徴

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○ ○

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○ ○

定期考査
○ ○

態
配当
時数

１
学
期

□教科書と副教材を使用した講義・
実験など。

・空気の成分
・物質の分離
・元素
・原子の構造

【知識・技能】
考査及び授業時間内小テストによる。
【思考・判断・表現】
考査及び授業時間内小テストによる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○ ○

11
□教科書と副教材を使用した講義・
実験など。

・原子の構造
・殻について
・結合論総論

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　日常生活や社会との関連を図りながら、物質
や物質現象についての基本的な概念や原理・法
則などを理解しているとともに、科学的に探究
するために必要な観察、実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。

　物質や物質が変化する現象から問題を見いだ
し、見通しをもって観察、実験などを行い、得
られた 結果を分析して解釈し、表現するな
ど、科学的に探究している。

　物質や物質が変化する現象に主体的に関わ
り、見通しをもったり振り返ったりするなど、
科学的に探究しようとしている。

科学的調査方法を身に付ける。

高等学校 令和5年度（１学年用） 教科 理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

「高等学校化学基礎」　啓林館

理科

【 知　識　及　び　技　能 】科学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

1

合計

３
学
期

E 生態系のバランスと保全
【知識及び技能】
生態系の成りたちを理解する。
生態系がもつ復元力について理解す
る
【思考力、判断力、表現力等】
人間活動が生態系に及ぼす影響につ
いて及び、生態系の保全の重要性に
ついて考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
インターネットを利用した検索学習
を行う。

□教科書、および補助教材を利用
した講義形式
　生態系の成りたち，生態系と種
多様性，生物どうしのつながり生
態系のバランス，人間の活動と生
態系，生態系の保全
□実習
　インターネットを利用した検索
学習
生態系の保全

【知識・技能】
考査による。
【思考・判断・表現】
考査による。
【学びに向かう力、人間性等】
実験・実習におけるレポートによる。

○ ○

12

定期考査
○ ○ ○ 1

D 第4章　生物の多様性と生態系
生態系と生物の多様性
【知識及び技能】
世界各地には，多様なバイオームが
成立していることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
遷移の結果として森林のほかに草原
や荒原にもなることを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
インターネットを利用した検索学習
を行う。

□教科書、および補助教材を利用
した講義形式
 植生，植生の遷移
 植生の分布とバイオーム
　バイオームの成立
□実習
　インターネットを利用した検索
学習
世界のバイオーム，日本のバイ
オーム

【知識・技能】
考査による。
【思考・判断・表現】
考査による。
【学びに向かう力、人間性等】
実験・実習におけるレポートによる。

○ ○ ○

70

○ 19

定期考査

1

1

２
学
期

C 第3章　ヒトの体内環境の維持
【知識及び技能】
体内での情報伝達と調節、体内環境
の維持のしくみ、及び免疫について
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 免疫のシステムについて理解し医
療について考える。
【学びに向かう力、人間性等】
インターネットを利用した検索学習
を行う。

□教科書、および補助教材を利用
した講義形式
　ホルモンと自律神経のはたらき
　自然免疫，適応免疫
□実習
　インターネットを利用した検索
学習
免疫と病気

【知識・技能】
考査による。
【思考・判断・表現】
考査による。
【学びに向かう力、人間性等】
実験・実習におけるレポートによる。 ○ ○ ○ 12

定期考査

定期考査
○ ○

定期考査 ○ ○ ○

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A 第1章　生物の特徴
【 知識及び技能 】
生物の多様性と共通性について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の共通性と多様性は，生物の進
化の結果であることを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
顕微鏡観察の基本操作、ミクロメー
ターによる測定について理解を深め
る。

□教科書、および補助教材を利用
した講義形式
　生物の共通性と多様性。
　生命活動にはエネルギーが必要
であること。
　細胞の生命活動のエネルギーは
ATPの形で供給されること。
　呼吸や光合成の過程でATPが合成
されること。
　酵素の特徴。酵素によって生体
内で必要な化学反応が進行するこ
と。
□実験・実習
　顕微鏡観察及びミクロメーター
の使用。

【知識・技能】
授業時間内考査による。
【思考・判断・表現】
授業時間内考査による。
【学びに向かう力、人間性等】
実験・実習におけるレポートによる。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B 第2章　遺伝子とそのはたらき
【 知識及び技能 】
遺伝情報を含む物質-DNA，DNAの構
造について理解する。
遺伝情報の複製と分配について理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報の発現について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
コドン表を用いて遺伝暗号を解く。

□教科書、および補助教材を利用
した講義形式
　遺伝情報を含む物質-DNA，DNAの
構造。遺伝情報の複製，遺伝情報
の分配
　遺伝情報とタンパク質，タンパ
ク質の合成，分化した細胞の遺伝
子発現，遺伝情報と遺伝子，ゲノ
ム
□実習
　コドン表を用いて遺伝暗号を解
いてみる。

【知識・技能】
考査による。
【思考・判断・表現】
考査による。
【学びに向かう力、人間性等】
実験・実習におけるレポートによる。 ○ ○ ○ 11

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　日常生活や社会との関連を図りながら、生物や
生物現象 についての基本的な概念や原理・法則な
どを理解しているとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作や記
録などの基本的な技能を身に付けている。

　生物や生物現象から問題を見いだし、見通しを
もって観察、実験などを行い、得られた 結果を
分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究し
ている。

　生物や生物現象に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探究
しようとしている。

理科

【 知　識　及　び　技　能 】科学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。

科学的調査方法を身に付ける。

生物基礎

（　１～２組：三浦　）（　３組～７組：岡本　）

「生物基礎」　数研出版

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 理科 生物基礎
理科 生物基礎 2



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（1組：鈴木） （2組：前田） （3組：鈴木） （4組：前田） （5組：鈴木） （6組：柳澤） （7組：柳澤）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

35

〇 9

定期考査 〇 〇

1

合計

〇

３
学
期

C　単元　『安全な社会生活』

安全な社会生活に関わる事象や情報
から課題を発見し、自他や社会の危
険の予測を基に、危険の回避、傷害
の悪化防止などの方法を選択し、そ
れらを説明することができる。

・事故の現状と発生要因

・安全な社会の形成

・交通における安全

・応急手当の意義とその基本

・日常的な応急手当

・心肺蘇生法

【知識及び技能】
我が国の健康問題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の健康課題など、理解したことを整理
し、道筋を立てて説明したり、ノートなどに記
述したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
我が国の健康問題について、課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

〇

〇 〇 1

1

２
学
期

B　単元　『現代社会と健康』

個人・現代社会における健康問題の
理解を深める。また、健康課題に関
わる事象や情報から課題を発見し、
解決方法を考え適切な方法を選択し
表現することができる。

・薬物乱用と健康

・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防
・精神疾患からの回復

・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症、エイズとその予防

・健康に関する意思決定、行動選択
・健康に関する環境づくり

【知識及び技能】
我が国の健康問題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の健康課題など、理解したことを整理
し、道筋を立てて説明したり、ノートなどに記
述したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
我が国の健康問題について、課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 12

定期考査

定期考査 〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

A　単元　『現代社会と健康』

個人・現代社会における健康問題の
理解を深める。また、健康課題に関
わる事象や情報から課題を発見し、
解決方法を考え適切な方法を選択し
表現することができる。

・健康の考え方と成り立ち

・私たちの健康のすがた

・生活習慣病の予防と回復

・がんの原因と予防

・がんの治療と回復

・運動と健康

・食事と健康

・休養、睡眠と健康

・喫煙と健康

・飲酒と健康

【知識及び技能】
我が国の健康問題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の健康課題など、理解したことを整理
し、道筋を立てて説明したり、ノートなどに記
述したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
我が国の健康問題について、課題の解決に向け
た学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

保健体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・自他の健康課題を把握できている。
・課題解決の方法を実践できる技能が定着して
いる。
・疾病予防の知識が理解できている。

・疾病のリスク軽減、生活の質の向上、健康を
支える環境づくりについて科学的に思考・判断
し総合的にとらえることができている。

・個人の課題のみならず社会全体の課題として
とらえる視野をもつことができている。

個人及び社会生活における健康・安全に関する内容について科学的に思考・判断し、総合的に捉えることができる。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 保健体育 保健体育
保健体育 保健 1

「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、現代社会と健康について理解する。

疾病等のリスクの軽減、生活の質の向上、健康を支える環境づくりなど、解決方法を関連付けて考え、適切な方法を選択し、それらを説
明することができる。



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

H　体ほぐし
・オリエンテーション
・体力を総合的に高める運動および
今後のスポーツの基礎となる走･跳･
投の各運動を行う。

・ストレッチング
・スタートダッシュ
・各種跳躍運動
・ハンドボール投げ
・体重を使った筋力トレーニング
（腕立て伏せ等）

【知識・技能】
各種の動作を行い、体の調子に気付いたり関わりあったりできた。
【思考・判断・表現】
各種の動作で自他の危険を回避し、安全に留意する活動委方法を提案
できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
一人一人の違いに応じた動きを大切に、主体的に取り組もうとした。

〇 〇 〇 8

G　水泳
クロール、平泳ぎのキック、スト
ローク、コンビネーションを再確認
する。

・水中歩行
・バタ足
・クロールのストローク
・平泳ぎのキック
・平泳ぎのストローク
・コンビネーション

【知識・技能】
各種泳法を理解し、手足バランスを保ち長く又は早く泳ぐことができ
た。
【思考・判断・表現】
選択した泳法に浮いて、動きを分析し、良い点や修正点を指摘でき
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に配慮し自他の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
とができた。

〇 〇 〇

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付ける
ポイントを理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課
題解決に有効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に
取り組み伝統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むこと
ができた。

〇 〇 〇

F　ダンス
基本の動作パターンに習熟する。

・基本姿勢
・各身体パーツの動かし方
（頭・首・胸・腰・肩・腕・手・
腿・脛・足）
・各身体パーツのコンビネーション

【知識・技能】
リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ることができた。
【思考・判断・表現】
学習した知識や技能を表現や作品創作に適用したり、応用したりする
ことができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組み、役割を積極的に引き受け、グループ活動に貢献し
ようとすることができた。

〇 〇 〇

8

D　柔道
受け身を身に付け安全に練習ができ
る。

・礼法
・足さばき
・受け身（前・横・後ろ）
・前回り受け身
・支え釣り込み足
・出足払い

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付ける
ポイントを理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課
題解決に有効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に
取り組み伝統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むこと
ができた。

〇 〇 〇

9

E　剣道
竹刀・防具の扱い、基本動作に習熟
し安全に練習ができる。

・防具のつけ方
・構え
・素振り
面うち、胴打ち、籠手打ち
・足さばき

C　アルティメット（女）
基本的な個人技能とルールを身に付
けゲームができる。

・キャッチ
・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞｽﾛｰ,ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞｽﾛｰ
・ｶｰﾌﾞｽﾛｰ,ｱｯﾌﾟｻｲﾄﾞﾀﾞｳﾝｽﾛｰ
・パス,ﾐｰﾄ,ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ
・ゲーム

【知識・技能】
安定したディスク操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

〇 〇 〇

・ボールキャリー
・パス・トラップ
・ドリブル
・シュート
・1対1,2対1,3対2,3対3…
・簡易ゲーム

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きをゲー
ムなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

〇 〇 〇 8

配当
時数

１
学
期

A　バレーボール（男女）
基本的な個人技能やルールを習得し
連係プレーや簡易ゲームができる。

・オーバーハンドパス
・アンダーハンドパス
・サービス
・パスゲーム
・トス＆スパイク
・簡易ゲーム

【知識・技能】
役割に応じたボール操作や状況に応じたボール操作をゲームで行うこ
とができた。
【思考・判断・表現】
よりよいマナーやプレーができ、安全に配慮し自分やチームの活動を
振り返るとともに仲間に提案することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

〇 〇 〇 8

B　サッカー（男）
基本的な個人技能及び連係プレーを
習得し、また基本的なルールを理解
しゲームができる。

　運動の合理的、計画的な実践を通して、運動
の楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって
運動を豊かに継続することが出来るようにする
ため、運動の多様性や体力の必要性について理
解するとともに、それらの技能を身に付ける。

　生涯にわたって運動を豊かに継続するための
課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて
思考し判断するとともに、自己や仲間の考えた
ことを他者に伝える力を身に付ける。

　運動における競争や共同の経験を通して、公
正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を
果たす、参画する、一人一人の違いを大切にし
ようとするなどの意欲を育てるとともに、健
康・安全を確保して、生涯にわたって継続して
運動に親しもうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養っている。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養っている。

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　1～７組：鈴木・前田・柳澤・鎌田・砂山　）

「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】運動特性に応じた技能など及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付ける。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 保健体育 体育
保健体育 体育 3



5

合計

105

T　サッカー/バスケットボール
（球技大会種目の練習）

・ルール/競技方法の確認
・基本的技能の復習
・対人技能/集団技能の復習
・ゲーム

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きをゲー
ムなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
体力や技能の程度などを配慮して仲間とともに楽しむための練習や
ゲームを工夫する事ができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の違いに応じた課題や挑戦を認め、仲間への助言することで信頼
関係を深め、互いに高めあうことができた。

〇 〇 〇

S　ダンス
創作ダンスの発表会

・音楽に合わせたパート練習
・全体の通し練習
・発表会
・相互評価

【知識・技能】
リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ることができた。
【思考・判断・表現】
学習した知識や技能を表現や作品創作に適用したり、応用したりする
ことができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組み、役割を積極的に引き受け、グループ活動に貢献す
ることができた。

〇 〇 〇

R　剣道
基本動作・応用動作に習熟し、打ち
合いや試合が安全にできる。

・打ち込み
（面・胴・籠手）
・切り返し技
（籠手･面、面･胴，同･籠手）
・連続技
・試合

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付ける
ポイントを理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課
題解決に有効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に
取り組み伝統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むこと
ができた。

〇 〇 〇

・受け身各種
・抑え技（袈裟固め、横四方固め。
上四方固め、肩固め）
・連続技
・自由練習
・試合

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付ける
ポイントを理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課
題解決に有効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に
取り組み伝統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むこと
ができた。

〇 〇 〇

7

6

３
学
期

P　持久走
自己の心肺能力を知り、長い時間、
長い距離を自分に適したペースで走
り続けられる。

・正しいランニングフォームの習得
・適切な腕振りと呼吸法
・1500ｍ/2000ｍのペース走
・1500ｍ/2000ｍの計測
・シャトルラン

【知識・技能】
　姿勢と接地について理解できる。腕振りと呼吸について理解でき
る。
【思考・判断・表現】
適切なペース配分を知り、自己の持久力を評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
毎時間の記録目標の設定。パートナーとの相互評価を実施する。単元
終了後の振り返り。

〇 〇 〇 6

Q　柔道
習得した受け身を使って安全に投げ
技練習ができる。
様々な固め技を身に付ける。

O　水泳
クロール、平泳ぎのキック、スト
ローク、コンビネーションを再確認
し、平泳ぎ→クロールのメドレーを
行う。

・クロールのコンビネーション
・平泳ぎのコンビネーション
・ターンの方法
・平泳ぎ→クロールの個人メドレー

【知識・技能】
各種泳法を理解し、手足バランスを保ち長く又は早く泳ぐことができ
た。
【思考・判断・表現】
選択した泳法に浮いて、動きを分析し、良い点や修正点を指摘でき
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に配慮し自他の違いに応じた課題や挑戦を大切にすることができ
た。

〇 〇 〇

N　ダンス
基本の動作パターンの組み合わせや
応用動作に習熟すし、情景表現や感
情表現ができる。グループでテーマ
を設定しダンスの創作を行う。

・基本動作の組み合わせ
・感情表現
・情景描写
・グループ編成
・創作の打合せ

【知識・技能】
リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ることができた。
【思考・判断・表現】
学習した知識や技能を表現や作品創作に適用したり、応用したりする
ことができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組み、役割を積極的に引き受け、グループ活動に貢献す
ることができた。

〇 〇 〇

M　剣道
基本動作に習熟し安全に練習ができ
る。
切り返し技や連続技ができる。

・素振り
・打ち込み
（面・胴・籠手）
・切り返し技
（籠手･面、面･胴，同･籠手）
・連続技

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付ける
ポイントを理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課
題解決に有効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に
取り組み伝統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むこと
ができた。

〇 〇 〇

〇 〇 8

L　柔道
習得した受け身を使って安全に投げ
技練習ができる。
様々な足技、腰技、手技を身に付け
る。

・受け身各種
・大内刈、大外刈
・大腰、釣込腰、払い腰
内股
・体落し、背負投げ、一本背負
・各技の打ち込み練習

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付ける
ポイントを理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課
題解決に有効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に
取り組み伝統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むこと
ができた。

〇 〇 〇

8

〇 8

J　ラグビー（男）
基本的な個人技能及び連係プレーを
習得し、また基本的なルールを理解
しゲームができる。

・キャッチボール
・ランニングパス
（ﾉｯｸｵﾝ,ｽﾛｰﾌｫﾜｰﾄﾞの理解）
・パンとキック、ドリブル
・タッチラグビー（ゲーム）

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きをゲー
ムなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしてゲームができた。

〇 〇 〇 8

２
学
期

I　バスケットボール
基本的な個人技能やルールを習得し
連係プレーやゲームができる。

・ドリブル
・パス各種
(1対1、三角パス、ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾊﾟｽ)
・シュート(ｾｯﾄ･ﾚｲｱｯﾌﾟ）
・3対3
・ゲーム

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きをゲー
ムなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしてゲームができた。

〇 〇

K　サッカー（女）
基本的な個人技能と連係プレーや
ルールを身に付けゲームができる。

・ボールキャリー
・パス・トラップ
・ドリブル
・シュート
・1対1,2対1,3対2,3対3…
・簡易ゲーム

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きをゲー
ムなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得す
ることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしてゲームができた。

〇



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数：３ 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

1

C Lesson 3
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
スポーツクライマーである野口選
手のインタビュー
［言語材料］
動名詞，不定詞，S＋V＋O［that
節］
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，助言する，紹介する，発表す
る

〇 〇 〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○ 10

○

〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○

○

○ ○ ○ 9

B Lesson 2
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や、言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
生き物が光る理由や，その光が医
療研究に利用されていることに関
する生徒による発表。
［言語材料］
受け身，現在完了形，現在完了進
行形
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，発表する

〇 10

１
学
期

A Lesson 1
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
外国からの観光客に人気の体験型
ツーリズムを紹介するALTの話
［言語材料］
動詞の現在形・過去形，進行形，
助動詞＋動詞の原形
［言語の働き］
質問する，説明する，発表する
過去形・現在形・未来を表す表現
／現在完了／現在進行形／命令文
(レシピ)
朝食の大切さ，理想的な朝食

〇 〇 〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

定期考査 〇 〇 〇

　4技能を活用した英語によるコミュニケーショ
ンを行うための基礎となる知識やスキルを育成
する。

　英語でコミュニケーションを行うために必要
な思考力・判断力・表現力を育成する。

　異文化や外国語に対する興味関心を高め、国
際社会に役立つ人間性を育む。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配

当

時

数

異文化や外国語に対する興味関心を高め、国際社会に役立つ人間性を育む。

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　1・3組：渡邊　）（　2・5・6組：藤原　）（　4・7組：　佐藤　）

「Power on English CommunicationⅠ」

外国語

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 外国語 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ
外国語 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

【 知　識　及　び　技　能 】英語によるコミュニケーション及び表現活動を行うための基礎となる知識やスキルを育成する。

英語でコミュニケーション及び表現活動を行うために必要な思考力・判断力・表現力を育成する。



２
学
期

E Lesson 5
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
ザンビアのバナナの茎から作られ
るバナナペーパーへの日本の伝統
技術貢献に関する講義
［言語材料］
関係代名詞（主格），関係代名詞
（目的格），S＋seem＋to不定詞
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，誘う

〇 〇

〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○ 11

G Lesson 7
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
プラスチックがもたらす環境破壊
に関する論説文
［言語材料］
関係副詞where，関係副詞when，関
係代名詞what
［言語の働き］
質問する，理由を述べる，描写す
る，説明する，発表する，報告す
る

〇 〇

〇 ○ ○ 1定期考査 〇 〇

〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○ 10

F Lesson 6
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
人間の興味深い行動パターンに関
する実験の手順や結果を解説する
雑誌記事
［言語材料］
It＋be動詞＋形容詞＋that節，S＋
V［be動詞以外＋C］，S＋V＋O＋C
［形容詞］
［言語の働き］
質問する，説明する，発表する，
提案する 〇 〇

〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○ 10

○ 1

9

定期考査
〇 〇 〇 ○

〇 〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○

１
学
期

D Lesson 4
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
日本のマンガの形式やその翻訳に
関する留学生による発表
［言語材料］
後置修飾の現在分詞，後置修飾の
過去分詞，比較級・最上級
［言語の働き］
質問する，助言する，説明する，
賛成する，理由を述べる

〇



合計

105

○ ○ 1

10

J Lesson 10
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や言語材料を理
解し、その理解を基に、主題につい
て書かれた文章を読み取る技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
写真家ヨシダナギさんに関する雑
誌記事
［言語材料］
wish＋仮定法過去の節，仮定法過
去のas if節，仮定法過去のif節
［言語の働き］
説明する，仮定する，意見を言
う，発表する，報告する

〇 〇 〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○

〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○

○ ○ 10

３
学
期

I Lesson 9
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

[題材内容］
世界中の若者の間で人気が出てき
ているeスポーツの実況中継
［言語材料］
S＋V［知覚］＋O＋［現在分詞，原
形不定詞］，S＋V［使役］＋O＋C
［原形不定詞］，S＋V＋O₁＋O₂［
if などの節］
［言語の働き］
質問する，理由を述べる，意見を
言う，説得する，発表する 〇 〇

〇 ○

２
学
期

定期考査 〇 〇 〇

○ 1
定期考査

〇 〇

〇

ワークシートの取り組み状況
授業中の活動における取組状況
小テスト
課題の取り組み状況

○ ○ ○ 11

H Lesson 8
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を
理解し、その理解を基に、主題につ
いて書かれた文章を読み取る技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概
要や要点を把握し、学習した語句や
文法事項を用いて自分の意見を話し
たり／書いたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文
の内容を読み取り、概要や要点を把
握しようとしている。学習した語句
や文法事項を用いて、自分の意見を
話したり／書いたりしようとしてい
る。

［題材内容］
イギリス人ALTによるフィッシュ・
アンド・チップスの歴史と食料資
源に関する発表
［言語材料］
現在分詞の分詞構文，関係代名詞
の非制限用法，過去完了形
［言語の働き］
質問する，説明する，報告する，
発表する 〇 〇



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1
定期考査

ワークシート

小テスト

発表
○ ○ ○ 6

D 単元Lesson 4
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

したことがあること・ないことにつ
いて話す。
現在完了と現在完了進行形を使い、
すでに～している、今までに～した
ことがある、今までにずっと～して
いると伝える。

〇 〇

ワークシート

発表

○ ○ ○ 6

C 単元Lesson 3
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

自分の予定を話す・相手の予定をた
ずねる。
Will、Be going to (do)、When/If
を使い、～します・するだろう、～
するつもりだ・しそうだ、～した
ら・もし～なら等と未来の想定を伝
える。

〇

○ ○ 1
定期考査

ワークシート

発表

○ ○ ○ 6

B 単元Lesson 2
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

休日にしたことを説明する。
過去形、過去進行形、used to (do)
を使い、あの時～だった、あの時～
している最中だった、昔はよく～し
たものだと伝える。

〇 〇

ワークシート

小テスト

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

A 単元Lesson 1
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

自分のことを伝え、相手のことをた
ずねる。
現在形、現在進行形を使い、今は～
だ、いつも～する、今～している最
中だと伝える。

○ 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　書くこと、話すことに重きを置いたコミュニ
ケーション能力習得に向け、基礎となる文法の
知識や技術を育成する。

　文法ごとに場面設定を行い、最適な英語でコ
ミュニケーションを行うために必要な思考力・
判断力・表現力を育成する。

　様々な人とペアワークを行うことで、多様性
への享受力を高めていくとともに、協働的に学
びを進められる力を養う。

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】英語によるコミュニケーション及び表現活動を行うための基礎となる知識やスキルを育成する。

英語でコミュニケーション及び表現活動を行うために必要な思考力・判断力・表現力を育成する。

異文化や外国語に対する興味関心を高め、国際社会に役立つ人間性を育む。

論理・表現Ⅰ

（1・2・3・4・5・6組：徳山・佐藤・渡邊） （7組：佐藤・渡邊）

Harmony Ⅰ

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2



1

70

○ ○ ○ 9

○ 9

H 単元Lesson 13
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

トラブルの相談をする。
～を…してもらう、～が…している
のを見る・聞くと伝える。～すると
き・しながらと文に情報を加える。

〇 〇 〇

ワークシート

小テスト

発表

〇 〇

ワークシート

小テスト

発表
○ ○

○ ○
合
計

３
学
期

I 単元Lesson 11, 12
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

するのが好きなこと・きらいなこと
について話す。変った生き物などに
ついて説明する。
～することは…と伝える。～が…す
ることと伝える。～している名詞、
～された名詞と伝える。

〇

２
学
期

定期考査

○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

H 単元Lesson 10
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

あるもの。人によって可能になるこ
とについて話す。
不定詞を使って、人に～してほし
い・させてあげる・してもらうと伝
える。～が…するのを見たと伝え
る。

〇

ワークシート

小テスト

○

○ 1

G 単元Lesson 8, 9
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

これからしたいことについて話す。
足りない情報を補う・説明を付け加
える。
不定詞を使って、～することは…
だ、～したいと伝える。～すべき・
～するためにと説明を付け加える。

〇 〇 6

ワークシート

小テスト

発表
○ ○ ○

定期考査 ○

6

F 単元Lesson 7
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

さまざまなものを紹介する。
受動態を使って、～されると伝え
る。～されたことについて尋ねる。
～で…されると伝える。

〇 〇

ワークシート

小テスト

発表
○

〇

ワークシート

発表

○ ○ ○

E 単元Lesson 5, 6
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく
伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝え
ようとしている。

してもよいこと・してはいけな
いことを伝える。あるできごと
について推測する。
Can、must, shouldを使い、～で
きる、～しなければならない・
すべきと伝える。～かもしれな
い、～にちがいない、～したか
もしれないと伝える。

〇 〇

○ ○ 6



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　1,2,3,4,6組：伊藤　）（　5組：並木　） （　7組：呉屋　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

配当
時数

１
学
期

A 情報社会の問題解決
【知識及び技能】
情報やメディアの特性、情報技術が
社会に果たす役割や影響、問題解決
の手法等を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
情報と情報技術を適切に活用し、効
果的に問題を解決し、表現する力を
養う。

【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルに配慮し、情報社会に主
体的に参画しようとする態度を身に
つける。

・教科書「情報Ⅰ」(日本文教出版)
・一人１台端末の活用
・指導事項

【知識及び技能】
情報やメディアの特性を理解し、情報技術を効
果的に活用して問題の発見・解決を行える。
情報に関する制度及びマナー等について、その
背景を化学的にとらえ、理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
問題解決に必要な情報やメディアを見極め、メ
ディアリテラシーを身につけ、情報の分析、評
価、効果的な表現が行える。

【学びに向かう力、人間性等】
情報に関する法規や制度及びマナーの意義を理
解し、情報社会において個人の果たす役割や責
任について考察できる。

〇 〇 〇 23

定期考査 〇 〇

　情報を活用した問題の発見・解決等の方法
や，社会の中で果たす役割や影響，情報に関す
る法律・規則やマナー，個人が果たす役割や責
任等について情報の科学的に理解し，情報を適
切に活用するために必要な技能を身に付けてい
る。

　様々な事象を情報とその結び付きの視点から
捉え，複数の情報を結び付けて新たな資質・能
力の三つの柱に沿った情報活用能力の整理意味
を見いだす力や，問題の発見・解決に向けて情
報技術を適切かつ効果的に活用する力を身に付
けている。

　情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して
情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与し
ようとする態度を身に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

必要な情報を主体的に収集・判断・処理を行い、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できるようにする。

社会生活の中で情報が果たしている役割や影響を理解し、望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度を養う。

情報Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

「情報Ⅰ」　日本文教出版

情報

【 知　識　及　び　技　能 】情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と情報を適切に扱うための基本的な論理や方法を理解する。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2



70

〇 19

定期考査

〇 〇

1

合計

〇

３
学
期

D 情報通信ネットワークとデータの
活用
【知識及び技能】
情報通信ネットワークや情報システ
ムの仕組みについて理解する。デー
タの蓄積・管理・提供・収集・整
理・分析する方法を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて情報通信ネットワーク
や情報システムにより提供される
サービスを安全かつ効果的に活用す
る力を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】
情報技術を適切かつ効果的に活用し
ようとする態度、データを多面的に
精査しようとする態度、情報社会に
主体的に参画しようとする態度を身
につける。

・教科書「情報Ⅰ」(日本文教出版)
・一人１台端末の活用
・指導事項

【知識及び技能】
情報通信ネットワークの仕組みや構成要素、プ
ロトコルの役割及び情報セキュリティを確保す
るための方法や技術について理解すること。
データを蓄積、管理、提供方法、情報通信ネッ
トワークを介して情報システムがサービスを提
供する仕組みと特徴について理解すること。
　
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に沿ったネットワークの構成要素を
選択するとともに、情報セキュリティを確保す
る方法について考えることができる。
情報システムが提供するサービスの効果的な活
用について考えること。
データの収集、整理、分析及び結果の表現の方
法を適切に選択し、実行し、評価し改善するこ
と

【学びに向かう力、人間性等】
社会で使われる情報技術に目を向け、さらなる
効果的な活用法について考え、情報社会に積極
的に参画しようとする態度が身につく。

〇

〇 〇 12

定期考査 〇 〇 1

〇 12

単元テスト 〇 〇 1

〇

２
学
期

B コミュニケーションと情報デザイ
ン
【知識及び技能】
情報の科学的な見方・考え方を働か
せ、メディアの特性やコミュニケー
ション手段の特徴について理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて受け手にわかりやすく
伝える。そのために情報デザインの
考えかたや方法を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して、効果的
なコミュニケーションを行う態度を
身につける。

・教科書「情報Ⅰ」(日本文教出版)
・一人１台端末の活用
・指導事項

【知識及び技能】
メディアの特性とコミュニケーション手段の特
徴について、その変遷も踏まえて科学的に理解
できている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
効果的なコミュニケーションを行うための情報
デザインの考え方や手法を理解し表現する技能
を身についている。

【学びに向かう力、人間性等】
情報デザインの違いによる社会に与える影響の
違いを理解し、責任ある情報発信を行う態度が
身についている。

〇

C コンピュータとプログラミング
【知識及び技能】
コンピュータの仕組みとコンピュー
タでの情報の内部表現、計算の方法
について理解する。プログラムに
よって情報通信ネットワークの機能
を使う方法や技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
アルゴリズムによる表現方法を身に
つける。モデル化とシミュレーショ
ンの考え方を問題の適切な解決方法
を考える際に行えるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
生活の中で使われているプログラム
に目を向け、改善しようとするな
ど、情報社会に主体的に参画しよう
とする態度を育成する。

・教科書「情報Ⅰ」(日本文教出版)
・一人１台端末の活用
・指導事項

【知識及び技能】
コンピュータや外部装置の仕組みや特徴、コン
ピュータで情報の内部表現と計算に関する限界
について理解できている。
アルゴリズムを表現する手段、プログラミング
によってコンピュータや情報通信ネットワーク
を活用する方法について理解し技能を身につけ
られている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の特徴とコンピュータの能力との関係につ
いて考察すること。目的に応じたアルゴリズム
を考え適切な方法で表現し、プログラミングに
よりコンピュータや情報通信ネットワークを活
用するとともに、その過程を評価し改善するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
社会や自然などにおける事象をモデル化・シ
ミュレーションを行い、情報社会に主体的に参
画しようとする態度を身につける。

〇



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（１組：渡邊） （２組：山本治）（３組：山本愛） （５組：鈴木一）（６組：柴田） （７組：佐藤）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

35

〇 13

３
学
期

G 特別活動
合唱祭

キャリア教育（プレゼンテーショ
ン）

H 金銭教育
「第１０章　お金の意義について考
える」

I 自立教育
ミライトーク

進路ガイダンス

道徳教育とキャリア教育を一体的に
学習する。

自分を客観的に見つめ、分析し、判
断・理解できる能力を育成する。

社会全般に興味を持ち、広い視野で
判断を下せる能力を育成する。

社会の一員として、社会貢献できる
資質を育成する。

授業への取り組み

「人間と社会」の意義を理解できたか

グループワークにおいて積極的にコミュニケー
ションをとっているか

授業態度、出席状況、課題や提出物を基に総合
的に評価する

〇 〇 〇

10

２
学
期

D 特別活動
文化祭準備

E 進路選択
科目選択説明会

F キャリア教育
キャリア教育（プレゼンテーショ
ン）

自立教育プログラム（学生図鑑の
オープンキャンパス）

道徳教育とキャリア教育を一体的に
学習する。

自分を客観的に見つめ、分析し、判
断・理解できる能力を育成する。

社会全般に興味を持ち、広い視野で
判断を下せる能力を育成する。

社会の一員として、社会貢献できる
資質を育成する。

授業への取り組み

「人間と社会」の意義を理解できたか

グループワークにおいて積極的にコミュニケー
ションをとっているか

授業態度、出席状況、課題や提出物を基に総合
的に評価する

〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

A 地域との関わり
地域清掃活動
B ネット時代
ライン安全教室　「第６章ネット時
代」

校外学習

スタディサポート振り返り

C 職業観の育成
同窓会講演

科目選択説明会

文理選択サポートパック

道徳教育とキャリア教育を一体的
に学習する。

自分を客観的に見つめ、分析し、
判断・理解できる能力を育成す
る。

社会全般に興味を持ち、広い視野
で判断を下せる能力を育成する。

社会の一員として、社会貢献でき
る資質を育成する。

授業への取り組み

「人間と社会」の意義を理解できたか

グループワークにおいて積極的にコミュニケー
ションをとっているか

授業態度、出席状況、課題や提出物を基に総合
的に評価する

〇 〇 〇 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

探求に主体的・協働的に取り組むとともに、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造し、より良い社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身
に付けている。

　自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析
して、まとめ・表現することができている。

　主体的・協働的に取り組み、よりよい社会を
実現しようとする態度が見られる。

実社会や実生活との関わりから問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが出来るようにする。

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科 総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

（４組：神山）

東京都教育委員会「人間と社会」

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。


